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平成２９年度 壬生町立睦小学校 Ｎｏ.６ １０月１７日

あ ゆ み

９月１６日（土）秋季大運動会を実施しました。今年は
例年より１週間早い運動会でしたが、当日はとても涼しく、
また、大きなけがや事故もなく、素晴らしい運動会になり
ました。子ども達が『熱くなれ睦っ子！全力出して、最後
まで！』のスローガンのもと、自分のめあてに向けて、一
生懸命走ったり、リズムに乗ってダンスをしたり、声がか
れるまで応援したり、頑張っている姿があちらこちらで見
られました。特に応援団長を中心に協力し合う姿や、係の
仕事にきびきびと取り組む仕事ぶりに、高学年としての自
覚が感じられました。きっと、低・中学年の子ども達から
も頼もしく見えたことでしょう。この運動会で学んだ事を、今後の教育活動に生かして
いきたいと思います。
また、保護者の皆様のご理解とご協力のおかげで、応援や駐車場の利用等を含めスム

ーズに運動会を運営することができました。この地域の皆様のモラルの高さに、改めて
感服しています。そして何より、お子様の体調管理や体操着の洗濯などでお力添えくだ
さった保護者の皆様に、心より感謝申し上げます。今後も保護者や地域の皆様とともに、
子ども達の健やかな成長のために職員一同努力していきます。
最後になりましたが、朝早くからの準備、お疲れのところの後片付けにご協力いただ

きましたＰＴＡ役員の皆様をはじめ、たくさんの保護者の皆様に深く感謝申し上げます。
ありがとうございました。

あこがれの応援団長 小林 希新 運動会を振り返って 田谷 碧唯

１年生の時からずっと応援団長にあこが 私は、応援団長としての役割を果たすこ
れ、なりたいと思っていました。大きな声 とが出来ました。短い間で応援団の人たち
で赤組を引っ張っていき、先頭に立ちみん に、振り付けを教えたり、セリフを教えた
なをまとめるように頑張りました。競技中 り、６年生の中心として４・５年生に応援
も大きな声に気持ちを込めて、体全体を使 のことを教えることが出来ました。本番の
い、応援しました。 時は、一人一人が大
赤組は負けてしま きな声を出して、か
ったけれど、みん っこいい姿を見せる
なが一丸となって ことが出来ました。
頑張れたので、小 応援団との絆を深め
学校最後の運動会 る経験が出来まし
は、忘れることの た。
出来ない思い出で
す。

九州の豪雨災害（７月）、北朝鮮のミサイル通過（９月１５日）、
福島震度５弱の地震（１０月６日）、新燃岳噴火（１０月１１日）。最近
だけでもこんな人災、天災がありました。
本校では１０月１７日（火）に地震を想定した避難訓練

を実施します。本校では、『自分の命は自分で守る』という
防災意識の向上を目指し、身を守るための基本動作を身につけるよう指導をしています。
地震（ミサイル、竜巻等）については、まず『安全行動１、２、３』の動作をとり、安
全が確認できたら慌てずに避難するよう指導をしています。誰も災害に遭いたいとは思
っていません。しかし、災害や危機に遭遇することは避けることができません。大人が
いないときでも、災害や危機に遭遇したときに、それをどのように回避するか､子ども
自身で命、体を守れるよう、ご家庭でも話し合っていただけると幸いです。
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少し涼しい秋の空気が心地よい季節になりました。いよいよ
秋本番。この季節は物事に集中して取り組むことに適した時期
で、芸術の秋、スポーツの秋、読書の秋など、様々な秋の取り
組みがあります。では、なぜ読書の秋なのでしょうか？中国・
唐代の文人である韓愈（かんゆ）が残した誌の中に「燈火（と
うか）親しむべし」という一説があります。この誌は、「秋の夜は涼しさが気持ちよく、
あかり（灯光）で読書をするにはもってこい」という意味で、この言葉が、読書の秋の
由来になっているそうです。
さて、活字離れの問題が提起されて久しいのですが、本来、子どもたちは、読書が大

好きです。『ＢＭゆうがお』が学校に来ると、たくさんの子どもたちが集まってきます。
昼休みなども図書室で目を輝かせながら読書に夢中になっている子どもがいます。食欲
の秋、食べ物は健康な体を作る栄養になりますが、読書は知識や考え方を育て、心や頭
を育てる栄養になります。子どもたちの読書意欲を高めるために、是非ご家庭でもご協
力をお願いしたいと思います。では、ご家庭でどんなことができるでしょうか？例えば、
『読み聞かせ』をする、大人が読書をしてモデルを示す、本屋さんや図書館に行って一
緒に良い本を選ぶ。大人が読書好きになり、本との出会いをたくさん演出してあげるこ
とがとても大切だと思います。
本校では、１０月１６日（月）～１０月２７日（金）を校内読書旬間とし、『読書感想文・標語

の募集』『読み聞かせ』、図書委員による『必読図書に関するクイズ』『１年生への紙芝
居の読み聞かせ』を実施します。
また、壬生町内の小中学校では保護者の皆様に『テレビを消して会話や読書』をお願

いしています。

読書の秋 『家読（うちどく）』のすすめ
読書習慣を家庭に広めようというのが『家読』です。
『家読』の基本は、【家族で同じ本を読もう！】【読んだ本で話そう！】です。

『読書の秋』に望ましい読書習慣を身につけ、たくさんの本を読むことを通して集中
力や読解力、そして豊かな創造力を育みましょう。

平成３２年度から児童を指導していく上での基本となる『学習指導要領』が新しくな
ります。平成３０年度は、その移行期間として道徳と英語（５・６年生）が教科になり
ます。
本校では、次年度の道徳の教科化に向けて、１０月４日に白鴎大学の中山先生をお迎

えし、全職員で研修を行いました。また、１１月７日には、下都賀地区の先生方に参加
していただいて、３名の教員が研究授業を行います。
英語については、『総合的な学習の時間』の時数を削減し、５・６年生は英語として

７０時間、３・４年生は外国語活動として３５時間、１・２年生は外国語活動として２
０時間の授業を実施する予定です。
また、『新学習指導要領』では『主体的・対話的で深い学び』が求められます。本校

では、学校課題を『知識・技能を活用する力を高める』として、昨年度は算数、今年度
は国語を中心に、『主体的・対話的で深い学び』の授業をどのように展開していくか、
全職員で研修をしています。１０月１１日には、１・３・５年生で研究授業を行い、全
職員で研修を行いました。１１月２９日には２・４・６年生で研究授業・研修を実施す
る予定です。
さらに『プログラミング教育』も実施になります。これについても、情報教育を担当

する教員を中心に、どのように指導を進めるか、先進校の事例などをもとに準備が進ん
でいます。


